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⾃⼰紹介
• 吉賀 夏⼦ ︓博⼠（学術）

• ⼤阪⼤学⼤学院⼈⽂学研究科 ⼈⽂学林所属

• 専⾨は情報学、デジタルヒューマニティーズ
• ⼈⽂学研究を情報学の⼒で後押しし、社会に還元する様々
な枠組みや技術を研究開発する学問

• ⼤学の情報サービス構築・研究⽀援に⻑年従事し、現
在はデジタルヒューマニティーズ教育と研究データ活
⽤を推進

• ⼈⽂学の貴重なデータを社会につなげる⽅法を研究中
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なぜ今、⼈⽂学データが「⼤学の⼒」になるのか︖

オープンサイエンス時代、⼤学の⼈⽂学研究はどのように
社会に貢献し、その価値を⾼めることができるだろうか︖

• ⼈⽂学データは「⼤学の宝」︓ 歴史資料、⽂化財など貴重な
知の源泉

• 研究データ基盤︓これらの宝を「開かれた知」として活かす
仕組み（リポジトリなど）

• ⼈材育成︓宝を最⼤限に引き出し、社会につなぐ「新しい⼈
材」の育成が急務
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デジタルが解き放つ⼈⽂学の潜在能⼒
•デジタル技術は、⼈⽂学研究にどんな「新しい扉」を
ひらいているのか︖
• ⼈⽂学における従来の研究コミュニティを超えた
「開かれた知」で社会貢献の新たな可能性を拓く︓
üこれまで難しかった⼤規模なデータ分析で新たな発⾒が可能に
ü国内外の研究者や市⺠との共同研究で知のネットワークが広がる
ü研究成果をより魅⼒的に、分かりやすく⾒せる⽅法が増える
（デジタルアーカイブ、インタラクティブな展⽰など）

4



世界標準で、⼈⽂学データを「使える」形に

⼈⽂学データの特性︓多様な形態、複雑な構造、コンテクスト
• ⼈⽂学データは様々で形が複雑なため、そのままでは共有や活⽤が難しい課題がある

• 国際標準技術の役割︓データの形を整え、誰でも使えるようにし、様々な分野の研究
に活かせるようにする「研究データ基盤」の基礎となる

• 特に、画像とテキストには、⼤学として導⼊・整備すべき重要な国際標準がある︓
• 画像の国際標準︓IIIF (International Image Interoperability Framework)
• テキストの国際標準︓TEI (Text Encoding Initiative)
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世界の画像ライブラリに、どこからでもアクセス︓
IIIF (トリプルアイエフ)
• IIIFは、世界中の図書館や美術館が公開するデ

ジタル画像を、インターネット経由で⾃由⾃在
に利⽤するための画期的な国際標準  

• まるで⾃分の⼿元にあるかのように、世界中の
画像をウェブブラウザ上で並べて⽐較したり、
⾼精細に拡⼤したりできる

• 研究、教育、そして⼀般の⽅々の⽂化資源への
アクセスと活⽤が劇的に向上

• IIIFは、⼈⽂学の画像データをグローバルな研
究基盤につなげ、分野横断的な新しい研究を
次々と⽣み出している
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【事例】IIIFで甦る、江⼾時代のくらし︓ 「⼩城藩⽇記」
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江⼾時代の膨⼤な業務⽇誌約62年分、2万⽇分以上の記録を画像化



あなたのブラウザが「研究室」に
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テキストに「意味のタグ付け」をする︓TEI
(ティーイーアイ)
• TEIは、古⽂書や⽂学作品などのテキス

トデータに、「これは⼈名」「これは
地名」「これは段落」といった「意
味」や、⽂章の構造をタグ付けする国
際標準  

• コンピューターがテキストの内容をよ
り深く理解できるように   

• その結果、単なるキーワード検索を超
え、「特定の⼈物の発⾔だけを抜き出
す」「特定の地域に関する記述を集め
る」といった⾼度な分析や検索が可能
になり、研究効率と質が⾶躍的に向上  

• 登場⼈物リストの⾃動作成や、関連情
報の効率的な整理（名寄せ）なども容
易に
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【事例】絵画とテキストをつなぐ︓『⼗番⾍合絵巻』のTEI分析
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ホノルル美術館所蔵の
「⼗番⾍合絵巻」
• 江⼾時代の雅な催しを記

録した貴重な絵巻物
• この絵巻に書かれた和歌

などのテキスト情報に
TEIでタグ付けすること
で、絵画情報とテキスト
情報を組み合わせて分析
できるように

• 登場⼈物の関係性など、
これまで難しかった絵画
と⽂学の融合研究が可能
に



世界標準が拓く、⼈⽂学研究の新たな地平

• IIIFやTEIといった国際標準技術を導⼊すること
は、⼈⽂学の膨⼤なデータを「世界中で使える
共通の資産」に変える第⼀歩

• この⼀歩で研究はさらに深まり、成果を広く公
開・共有する「オープンサイエンス」を強⼒に
推進

• 世界標準への対応は、⼤学の⼈⽂学研究を国際
的な舞台へ押し上げる

11

研究データ基盤

OPEN
SCIENCE



⼈⽂学のデータ基盤 成功の鍵🔑
• IIIFやTEIを最⼤限に活かすには、⼈⽂学の多様なデータに寄り添う、柔

軟な研究データ基盤が必要

• 他分野と同じ画⼀的な基盤では、⼈⽂学特有のニーズに応えきれない

• 🔑1︓研究者主導の基盤づくり
• データを最も理解する研究者が中⼼となることで、現場で本当に使える基盤が⽣まれる   
• 研究の進化や新しいアイデアに、基盤も柔軟に対応できる

• 🔑2︓研究⽀援のプロフェッショナルとの連携
• 情報システムや図書館、URAなど、専⾨知識を持つ「研究⽀援者」の⼒が不可⽋
• 研究者と⽀援者が互いの専⾨性を尊重し、理想的な協⼒体制を築くことが成功につながる
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デジタル時代に輝く「新しい⼈材」を育てる
• ⼈⽂学のオープンサイエンス、そして「開かれた知」の実現には、何よりも

「⼈」のちからが⼤切︕︓

デジタル技術と⼈⽂学の知を融合させ、データを社会に活かせる⼈材が必要

• 特に求められる⼈材像︓ 
1. デジタルヒューマニスト︓⼈⽂学の深い知⾒とデジタルのスキルを持ち、分野を超えて

活躍できる⼈
2. データスチュワード/リサーチエンジニア︓研究者が困っていることを聞き、データの

整理や分析、基盤の使い⽅をサポートできる研究者／技術者
3. つなぎ役となるコーディネーター︓研究者や⽀援者、市⺠など、⾊々な⽴場の⼈たちの

間に⼊り、プロジェクトをスムーズに進められる⼈
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⼈材育成と環境整備︓⼤学のリーダーシップ
1. 教育の強化︓ 学⽣・⼤学院⽣がデジタルの素養とデータ活⽤能⼒を⾝につけるための教育を充

実させる

2. プロフェッショナルの育成・配置︓ 研究⽀援の専⾨家を組織的に育成し、活躍できるキャリア
パスを整備

3. 推進体制の構築︓ オープンサイエンスを後押しする学内ルールやインセンティブを設計

4. 実践の機会創出︓ 学内外との連携プロジェクトを通じて、実践的な場で⼈材を育てる
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⼈材育成と環境整備への⼤学の戦略的な投資こそが、研究⼒強化、

そして社会における⼤学の存在意義を⾼める上で不可⽋



国の推進⼒︓⼈間⽂化研究機構（NIHU）との連携
• ⼈間⽂化研究機構（NIHU）は、⽇本の⼈⽂学・⽂化研究

をリードする機関として、令和4年から「デジタルヒュー
マニティーズ」を最重要課題の⼀つとして推進

• この国の推進⼒と連携し、⼤阪⼤学でのデジタルヒューマ
ニティーズの取り組みを加速する↓

• 今年度から本格始動︓ ⼈材育成と研究⽀援の⾯で、本学関
連部署の⽀援のもと、NIHUの活動を具体的に後押しして
いく予定

1. 国内の教育機関とデジタルヒューマニティーズ教育に関連
する情報交換を⾏うネットワーキング協議会への参画

2. ⽂科省から委託された研究基盤や⼈材育成を推進するコン
ソーシアム事業への協⼒
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デジタルヒューマニティーズ︓⼤学と社会の可能性を拓く
• デジタルヒューマニティーズは、世界標準の技術と研究者の情熱で
データ基盤を築き、⼈⽂学のオープンサイエンスを⼒強く前進させる
• そのためには、⼈⽂学とデジタルをつなぐ多様なスキルを持つ⼈材を育
てる必要がある
• データ基盤と⼈材育成への戦略的投資は、⼤学の研究⼒を⾼め、社会と
の連携を深め、AI時代に⼈⽂学が果たすべき重要な役割を実現するため
の未来への投資
• ⼈⽂学の「知」がオープンに共有され、活⽤されることで、より豊かで
持続可能な社会の実現に貢献できる

16



今後、分野や⽴場を超えた連携を
さらに進め、「開かれた研究」で
新しい価値を創造していきましょう。
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ありがとうございました︕


